
主な内容
●塩野谷さん農林水産大臣賞受賞…２ｐ
●箱根町と大規模災害時の相互応援協定締結…３ｐ
●洞爺湖町まちづくり総合計画の基本計画を修正…４ｐ

主な内容
●塩野谷さん農林水産大臣賞受賞…２ｐ
●箱根町と大規模災害時の相互応援協定締結…３ｐ
●洞爺湖町まちづくり総合計画の基本計画を修正…４ｐ

　７月１日、第36回洞爺産業まつりが行われ、多く
の行楽客で賑わいました。強風により波が高く、開
催が危ぶまれていた恒例の「野菜まき」もなんとか
実施でき、訪れた観光客らは、ずぶ濡れになりながら、
湖水から投げ込まれる野菜を取り合いました。

　７月１日、第36回洞爺産業まつりが行われ、多く
の行楽客で賑わいました。強風により波が高く、開
催が危ぶまれていた恒例の「野菜まき」もなんとか
実施でき、訪れた観光客らは、ずぶ濡れになりながら、
湖水から投げ込まれる野菜を取り合いました。

野菜に殺到!!
洞爺産業まつり
野菜に殺到!!
洞爺産業まつり



 

　
　
月
12
、13
日
の
２
日
間
、神
戸
市

　
　
で
開
か
れ
た
第
41
回
全
国
酪
農

青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会（
全
国
酪
農

青
年
女
性
会
議
、全
国
酪
農
業
協
同
組

合
連
合
会
主
催
）の
酪
農
経
営
発
表
で
、

花
和
に
あ
る
レ
ー
ク
ヒ
ル
牧
場
の
塩

野
谷
孝
二
牧
場
長
が
、最
高
賞
の
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
一
昨
年
の
口
蹄
（
こ

う
て
い
）
疫
の
発
生
と
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
で
中
止
、
延
期
と
な
り
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
酪
農
経
営
発
表
で
は
、
「
広
大
な

草
地
資
源
を
有
効
活
用
し
、
え
さ
の

量
を
減
ら
し
な
が
ら
、
１
頭
当
た
り

の
乳
量
を
増
や
し
て
い
っ
た
」
と
の

内
容
の
実
践
例
が
報
告
さ
れ
、
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
塩
野
谷
さ
ん
は
、
経
産
牛
51
頭
、

育
成
牛
36
頭
を
飼
育
し
、
ペ
レ
ニ
ア

ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
と
白
ク
ロ
ー
バ
ー
の

栄
養
の
高
い
牧
草
地
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　
７
月
17
日
に
は
、
役
場
を
訪
れ
、

真
屋
町
長
に
受
賞
報
告
を
行
い
、「
周

囲
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
こ
れ
を

励
み
に
一
層
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
　
月
15
、
16
日
の
２
日
間
、
千
歳

　
　
市
で
開
催
さ
れ
た
第
30
回
北
海

道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
（
北
海

道
陸
上
競
技
協
会
な
ど
主
催
）
で
、

虻
田
小
学
校
５
年
生
の
橋
本
吏
功
君

（
新
谷
陸
上
ク
ラ
ブ
）
が
、
５
年
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
59
㍍
16
を

記
録
し
、
昨
年
の
４
年
生
に
続
い
て

全
道
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　
橋
本
君
は
、
１
投
目
58
㍍
47
を
投

げ
ト
ッ
プ
に
立
つ
と
、
最
終
６
投
目

ま
で
１
位
を
キ
ー
プ
す
る
圧
倒
的
強

さ
を
み
せ
、
２
位
に
６
㍍
ほ
ど
の
差

を
つ
け
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

「
自
己
記
録
を
更
新
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
ち
ょ
っ
と
残
念
」
と
悔
し
さ

を
の
ぞ
か
せ
な
が
ら
、
来
年
は
全
国

大
会
に
つ
な
が
る
だ
け
あ
っ
て
「
全

道
一
に
な
っ
て
、
全
国
大
会
に
絶
対

行
き
た
い
」
と
同
種
目
の
３
連
覇
を

誓
い
ま
し
た
。

レークヒル牧場
塩野谷孝二さん日本一に輝く

小学生陸上競技大会
（ソフトボール投げ）で
全道優勝

小学生陸上競技大会
（ソフトボール投げ）で
全道優勝

虻小５年 橋本吏功君

農林水産大臣賞を受賞した塩野谷孝二さん農林水産大臣賞を受賞した塩野谷孝二さん

小学生陸上競技大会(ソフトボール投げ)で優勝した橋本吏功くん小学生陸上競技大会(ソフトボール投げ)で優勝した橋本吏功くん



　
　
爺
湖
町
は
、
姉
妹
都
市
の
神
奈

　
　
川
県
箱
根
町
と
６
月
30
日
役
場

防
災
ホ
ー
ル
で
、
災
害
時
の
応
援
活

動
を
取
り
決
め
た
「
大
規
模
災
害
時

等
の
相
互
応
援
協
定
」
の
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
規
模
、
広
範
囲
と
な
っ

た
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
、
今
後
広
域
的
な
連
携
や
姉
妹
都

市
な
ど
の
地
縁
の
あ
る
遠
隔
自
治
体

と
の
相
互
応
援
協
定
の
整
備
が
急
務

と
な
り
、
永
年
姉
妹
都
市
と
し
て
築

か
れ
て
き
た
友
好
関
係
に
基
づ
い
て
、

箱
根
町
と
同
協
定
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　
同
協
定
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
町
が

自
然
災
害
の
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、

職
員
の
派
遣
や
食
糧
、
飲
料
水
の
提

供
、
被
災
児
童
生
徒
の
受
入
れ
な
ど

８
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
真
屋
町
長
と
山
口

箱
根
町
長
が
そ
れ
そ
れ
協
定
書
に
署

名
。

　
そ
の
後
の
挨
拶
で
、
真
屋
町
長
が

「
災
害
経
験
の
町
と
し
て
非
常
に
心

強
い
。
姉
妹
都
市
と
し
て
の
絆
が
一

層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
山
口
町
長

は
「
大
災
害
に
は
近
隣
市
町
村
の
協

力
で
は
難
し
い
の
で
、
こ
の
締
結
は

心
強
い
。
今
後
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
連

携
も
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
町
は
、
今
年
４
月
に
も
同
様
の
協

定
を
友
好
都
市
の
三
豊
市
と
締
結
し

て
い
ま
す
。

　
　
月
17
日
、
洞
爺

　
　
湖
町
と
姉
妹
都

市
の
神
奈
川
県
箱
根

町
か
ら
、
１
泊
２
日

の
日
程
で
、「
自
治
会

長
親
善
訪
問
団
（
団

長
・
福
住
幸
次
湯
本

茶
屋
自
治
会
長
）
」

が
訪
れ
、
町
内
の
自

治
会
役
員
ら
と
意
見

交
換
な
ど
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
役
場
防
災
研
修
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
歓

迎
式
で
は
、
真
屋
町

長
や
福
井
洞
爺
湖
町

自
治
会
連
合
会
長
ら

が
、
当
町
を
訪
問
し

た
20
人
の
箱
根
町
自

治
会
会
長
ら
を
温
か
く
迎
い
入
れ
ま

し
た
。

　
引
続
き
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、

「
災
害
時
の
対
応
」
「
自
治
会
の
高

齢
化
」
「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
み
」

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
つ
い
て
、

報
告
や
質
問
、
意
見
な
ど
が
取
り
交

取
り
交
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
や
洞

爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施

設
を
視
察
。
洞
爺
湖
町
を
満
喫
し
、

箱
根
町
へ
の
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

箱根町自治会長訪問団

町内の
自治会役員らと
意見交換

洞
爺
湖
町
と
箱
根
町
が
協
定
を
締
結

大
規
模
災
害
時
の
相
互
応
援

協定書に署名後、握手を交わす真屋町長と山口箱根町長協定書に署名後、握手を交わす真屋町長と山口箱根町長

町内の自治会役員らと意見交換する箱根町自治会長親善訪問団の皆さん町内の自治会役員らと意見交換する箱根町自治会長親善訪問団の皆さん



 

　
　
際
経
済
の
激
変
に
よ
る
長
期
的

　
　
な
経
済
の
停
滞
、
さ
ら
に
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
な

ど
、
町
政
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、

大
き
く
変
化
し
て
い
て
、
様
々
な
課

題
へ
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
は
合
併
後
、
平
成
19
年

度
か
ら
28
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た

「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
同
計

画
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
も
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
展
開
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
審
議
会
等
の
論
議
を
ふ
ま
え
て
、

計
画
の
検
証
を
行
い
、後
期
計
画（
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
）を
策

定
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
」
の
基
本
計
画
修
正

内
容
と
主
要
事
業
の
概
略
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
計
画
の
詳
細
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

洞爺湖町まちづくり総合計画の全体構成

基本構想
（平成19年度

～
 平成28年度)

基本計画
（平成19年度

～
 平成28年度）

基本計画修正
（平成24年度

～
 平成28年度）

実施計画（平成24年度～平成28年度）

１ 新たな定住と交流を生む都市基盤づくり
２ 自然と共生する快適環境のまちづくり
３ 交流と活力に満ちた元気産業のまちづくり
４ やさしさあふれる健康福祉のまちづくり
５ 人が輝き文化が香る生涯学習のまちづくり
６ ともに築く協働・自立のまちづくり

政策体系別
計 画
（主要事業）

今後の行財政改革(基本的な考え方と推進項目)行財政運営

町の財政見通し(中期財政計画〈H24～H28〉）

まちづくり実施計画(政策体系別計画事業費)
財 政 計 画

１ 政策課題の解決に向けた重点的な取組
　　　「定住力」の強化策

２ 地域経済の活性化に向けた重点的な取組
　　　「産業力」の強化策

３ 快適環境のまちづくりに向けた重点的な取組
　　　「地域力」の強化策

分野横断的な
課題への対応
(重点的取組)

■詳細
企画防災課
企画防災・広報統計グループ
  74-3004



総合計画の施策・基本事業・主要事業
施策（◆追加の施策等）　                   基本事業                     　主要事業

1-1　総合的土地利用の推進

1-2　市街地の整備 
◆洞爺市街地の山側歩道整備について、継続
　し要望いたします。

1-3　住宅・宅地の整備  
◆定住促進のため、町内の空き家、空き地等を把握し、
　定住を希望している方々に情報提供を図ります。 
◆住環境向上のため、住宅リフォームの支援
　を図ります。

1-4　道路・交通網の整備 
◆3･4･7海岸通の整備促進を図ります。
◆橋梁長寿命化計画を策定します。

1-5 情報ネットワークの整備 
◆地上デジタルテレビ難視聴地区の解
　消に努めます。

1-6 消防・防災体制の整備

1-7 交通安全・防犯体制の整備 
◆「(仮称)洞爺湖町暴力団排除条例」
　制定の取組みを進めます。

2-1 環境・景観の保全と創造 
◆自然環境・生活環境の保全と維持に努めます。
◆自然エネルギーの効率的な使用を目
　指した取組みに努めます。

2-2 水道の整備 
◆老朽管更新時の耐震化への改善と浄
　水施設の整備更新により、水道水の
　安定供給を図ります。　

2-4 環境衛生の充実

2-5 公園・緑地・水辺の整備 
◆公園施設長寿命化計画の策定を検討
　します。

2-3 下水道の整備

（1）都市計画の推進

(1)公営住宅の整備
(2)定住施策の推進
(3)住環境の整備

(1)幹線道路網の整備・充実 

(2)生活道路の整備充実

(3)冬期間交通の確保

(4)道路環境の向上

(5)地域公共交通の確保

(6)橋梁の長寿命化

(1)行政の情報化推進 　
(2)地上デジタル放送難視
　 聴地区対策の推進

(1)総合的な防災体制の整備
(2)消防・救急搬送体制の整備 
(3)地域防災の推進  
(4)国民保護体制の整備

(1)交通安全対策の推進 　　 
(2)交通安全指導・教育の充実 
(3)防犯対策の推進

(1)良好な環境の保全と創出 
(2)河川環境の保全
(3)森林等の保全

(1)施設維持管理・設備の充実 
(2)上水道事業の推進 　　
(3)効率的な経営の推進

(1)施設維持管理・設備の充実 
(2)下水道事業の推進
(3)効率的な経営の推進  

(1)墓地・霊園　（2)火葬場 

(3)生活環境の整備　 　　

(4)害虫等の駆除  

(5)廃棄物等の適正処理  

(6)廃棄物等リサイクルの推進

(1)湖畔・河川・公園の整備・維持管理
(2)都市公園等の整備・維持管理
(3)緑地活動の支援

・花いっぱい運動推
 進事業

・下水道施設更新事業
・道道インター通移設事業
・道道眺湖通移設
 事業
・合併浄化槽事業
 化調査

・交通安全町民運動の推進、啓発事業
・交通安全運動推進事業 
・防犯協会運営費補助事業

・定住促進推進事
 業
・住環境整備支援
 事業

・都市計画道路
 （3・4・7）海岸通
 整備事業
・生活路線バス
 維持管理事業

・難視聴対策デジタル化整備事業

・防災意識の啓発普及、地域防災計画の見直し 
・西胆振消防組合事業

・地球温暖化防止
 対策実施事業

・老朽管布設替事業（水道）
・道道眺湖通移設事業 
・月浦浄水場ろ過
 膜更新事業

・西いぶり広域連合による
 廃棄物処理事業
・不法投棄対策事業 
・生ごみ堆肥化施設管理運営事業
（花美館）

・西いぶり広域連合による
 廃棄物処理事業
・不法投棄対策事業 
・生ごみ堆肥化施設管理運営事業
（花美館）



施策（◆追加の施策等）　                   基本事業                     　主要事業

2-6 温泉資源の保全と活用

3-1 農・林業の振興 
◆有害鳥獣捕獲対策として野生鳥獣による農 
  作物等への被害防止対策を講じます。

3-3 商工業の振興と新産業の開発 
◆事業協同組合等により、地場産品を使った 
　魅力的な加工品や地域グルメを開発するな
　ど「食による地域魅力化」を図り、観光業
　や産業の振興に努めます。

3-4 観光の振興 
◆洞爺湖周辺の食材を活用した「食本物プロ 
　ジェクト」による名物料理の開発を展開し、
　食を通じた観光振興を推進します。

4-1 保健・医療の充実  
◆重度心身障がい者・ひとり親等・乳幼児に対 
　する適切な医療費の助成を図るとともに、
　医療費助成制度の充実に努めます。

4-5 子育て支援の充実

4-3 高齢者福祉の充実

4-4 障がい者福祉の充実

4-2 地域福祉の充実

3-5 雇用対策の充実
(1)就業機会・場所の確保
(2)労働者の福利厚生
(3)高校生の就職支援

3-6 消費者対策の充実 
(1)消費生活相談
(2)消費生活情報の提供

(1)健康づくりの推進 
(2)保健予防の推進  
(3)母子保健対策の充実　 
(4)医療体制の充実　　  
(5)医療制度の充実　  
(6)医療助成の充実  
(7)地域の保健衛生対策 

(1)地域福祉推進体制の充実
(2)福祉環境の整備（バス交通） 
(3)その他の福祉対策

(1)高齢者福祉の推進
(2)高齢者福祉施設の整備・充実
(3)在宅福祉サービスの充実
(4)生涯現役社会づくりの推進
(5)介護予防事業の推進

(1)次世代育成支援対策の充実
(2)地域の子育て環境の充実
(3)保育サービスの充実　
(4)母子家庭等・自立支援対策の充実

(1)自立の支援　　
(2)社会参加の促進
(3)心身障がい者（児）福祉の充実

3-2 水産業の振興

(1)農地の保全　　 　　　 
(2)農業生産振興対策の推進 
(3)生産物の流通・地産地消 
(4)新規就農者支援対策の充実 
(5)新しい農業の研究と経営感覚を持った担い手の育成
(6)農業基盤整備の推進 　　　
(7)有害鳥獣による被害防止対策 
(8)畜産の振興　　
(9)林業の振興

(1)水産業基盤整備の推進　 
(2)水産振興対策の推進

(1)商業経営の安定　　 　
(2)商業団体の育成 　
(3)観光と連携した地場産業の育成 
(4)地域特産品の開発支援 
(5)道の駅施設の充実

(1)総合的な観光振興の推進

(2)交流人口の拡大  

(3)観光振興のための集客・施設整備 

(4)地域資源を活用した施設整備と活用

(5)体験・テーマ型観光の推進

(6)観光振興に付随する問題の解決

(1)エネルギーの有効活用と支援制度

・虻田漁港（大磯分区）整備事業 
・漁業系廃棄物処理施設運営支援事業（海の華）

・救急医療体制支援事業

・地域福祉計画の
 策定

・農業生産振興対策事業
・農業担い手事業 

・有害鳥獣対策事業 
・畜産振興対策事業 
・林業振興事業

・農業生産振興対策事業
・農業担い手事業 

・有害鳥獣対策事業 
・畜産振興対策事業 
・林業振興事業

・住環境整備支援事業 
・（住宅リフォーム） 
・道の駅既存施設改修等事業

・観光振興支援事業
・北海道登別・洞爺広域観光圏推進事業 
・訪日外国人誘致活動の強化事業 
・観光振興支援事業（イベント関係）
・洞爺湖有珠山ジオパーク推進事業
・修学旅行・滞在型観光誘致事業

・観光振興支援事業
・北海道登別・洞爺広域観光圏推進事業 
・訪日外国人誘致活動の強化事業 
・観光振興支援事業（イベント関係）
・洞爺湖有珠山ジオパーク推進事業
・修学旅行・滞在型観光誘致事業



施策（◆追加の施策等）　                   基本事業                     　主要事業

4-6 社会保障の充実

(1)国民健康保険制度の安定運営
(2)後期高齢者医療制度の円滑運営
(3)国民年金制度の円滑運営
(4)介護保険制度の安定運営

(1)学習機会の充実　 　　　
(2)人材活用 
(3)読書活動の充実 
(4)社会教育施設の充実と活用

(1)教育環境の整備（学校施設）
(2)教育環境の充実　 
(3)教育内容の充実 
(4)特色ある学校づくりの推進 
(5)特別支援教育の充実　 
(6)学校給食の充実 
(7)町立高等学校の運営 
(8)北海道立高等学校への支援 
(9)私学振興

・社会教育施設耐
 震化事業

・学校施設耐震化事業

・社会体育施設耐
 震化事業

・地域担当職員活動の定着

・財政健全化計画の推進

5-1 生涯学習社会の確立

5-2 学校教育の充実

5-4 スポーツ活動の促進 
◆既存スポーツ施設の整備と
　充実を推進します。

5-6 国際交流・地域間交流活  
　  動の展開

6-1 男女共同参画社会・人権 
　　尊重社会の形成

6-2 コミュニティ活動の促進

6-3 協働のまちづくりの推進

6-4 自律・自立の自治体経営
　　の推進
◆生活や経済の広域化、住民
　ニーズの高度化に対応する
　ため、広域連合などの各種
　広域プロジェクトへの参画
　を図ります。

5-5 芸術・文化活動の促進と
　　文化遺産の保存・活用

5-3 青少年の健全育成 (1)青少年の健全育成

(1)スポーツ活動の促進 
(2)社会体育施設の充実と活用

(1)活動施設の充実 　　
(2)芸術・文化団体の育成支援 
(3)芸術・文化鑑賞の推進　　 
(4)伝統芸能の保存・継承 
(5)文化財の保存管理と資料館等の充実

(1)国際交流の促進

(2)都市間の交流

(3)地域間の交流

(1)人権の擁護 
(2)人権啓発の推進
(3)男女平等、共同参画の推進

(1)自治会活動の促進 
(2)冬の町民イベント支援

(1)各審議会、協議会の充実 
(2)町政情報の公開推進 
(3)協働のまちづくりの推進

(1)行政改革の推進と財政の
　 健全化
(2)効率的な行政運営 
(3)行政組織の整備と人材育 
　 成・評価 
(4)行政サービスの向上 

・姉妹都市交流事業（箱根町）
・友好都市交流事業（三豊市）
・大学との地域間交流事業

・姉妹都市交流事業（箱根町）
・友好都市交流事業（三豊市）
・大学との地域間交流事業

・高砂貝塚保存整
 備事業



　
　
月
21
日
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区
で

　
　
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

in
洞
爺
湖
」
、
同
28
日
に
洞
爺
地
区

で
「
洞
爺
夏
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

町
内
の
夏
を
彩
り
ま
し
た
。

　
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
温
泉
中

の
み
ず
う
み
太
鼓
、
聖
龍
太
鼓
、
ア

フ
リ
カ
太
鼓「
ト
ヤ
ト
ヤ
」の
各
種
太

鼓
演
奏
や
洞
爺
中
の
吹
奏
楽
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
マ
イ
ム
マ
イ
ム
は
、
住

民
や
観
光
客
ら
約
３
０
０
人
が
大
き

な
輪
に
な
り
、
「
マ
イ
ム
、
マ
イ
ム
、

マ
イ
ム
、
マ
イ
ム
」
の
掛
け
声
を
湖

畔
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　
一
方
恒
例
の
か
わ
い
い
稚
児
行
列

か
ら
始
ま
っ
た
洞
爺
夏
祭
り
は
、
ビ

ー
ル
を
片
手
に
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
む
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
パ
レ
ー
ド
が
夕
方
か
ら

行
わ
れ
、水
の
駅
の
前
の
道
道
を
太
鼓

台(

ち
ょ
う
さ)

、
山
車
、
よ
さ
こ
い
が

練
り
歩
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
三
豊
市

か
ら
ち
ょ
う
さ
を
洞
爺
に
贈
っ
た
関

係
者
が
訪
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、例
年

に
な
く
気
合
い
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
in

洞
爺
湖

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
in

洞
爺
湖

大きな輪になって踊るマイムマイムの参加者ら大きな輪になって踊るマイムマイムの参加者ら

迫力ある踊りを披露するとうや湖踊る社中の皆さん迫力ある踊りを披露するとうや湖踊る社中の皆さん 洞爺保育所の山車を回す子どもたち洞爺保育所の山車を回す子どもたち

装飾が施された山車装飾が施された山車盛り上がるカラオケ大会盛り上がるカラオケ大会 暑さでビールもすすむお祭り広場暑さでビールもすすむお祭り広場

力強い飛龍太鼓力強い飛龍太鼓



洞
爺
夏
ま
つ
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洞
爺
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ま
つ
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豪華絢爛な太鼓台(ちょうさ)のパレード豪華絢爛な太鼓台(ちょうさ)のパレード



 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の

時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と
な
り

ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
老

後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納
付
が
遅
れ

る
こ
と
で
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を

受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
後
悔
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
納
期
は
翌
月
末
で
、
２
年
経
過
す

る
と
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

　
な
と
き
は
…

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、
手
続
き
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
免
除
の
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め

の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
時
に
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格

期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職

票
や
失
業
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を

添
付
す
れ
ば
、
前
年
の
所
得
に
関
係

な
く
免
除
さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
医
療
機
関
・
薬
局
の
受
診
等

　
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

　
現
在
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、

軽
傷
の
患
者
さ
ん
の
救
急
医
療
へ
の

受
診
が
増
加
し
、
緊
急
性
の
高
い
重

症
な
患
者
さ
ん
の
治
療
に
支
障
を
き

た
す
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
て
、
そ

の
こ
と
が
病
院
勤
務
医
の
負
担
増
の

原
因
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
最

終
的
に
保
険
税
や
窓
口
負
担
と
し
て

皆
さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ
く
医
療
費

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
保
険
医

療
機
関
・
薬
局
を
受
診
す
る
際
に
は

次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
!!

●
休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救
急

医
療
機
関
は
、
緊
急
性
の
高
い
患
者

さ
ん
を
受
け
い
れ
る
た
め
の
も
の
で

す
。
休
日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と

す
る
際
に
は
、
平
日
の
時
間
内
に
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
夜
間
・
休
日
に
お
子
さ
ん
の
急
な

病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
小

児
救
急
電
話
相
談
（
＃
８
０
０
０
）

の
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
小
児
科

の
医
師
や
看
護
師
か
ら
お
子
さ
ん
の

症
状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処
法
な
ど

ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談
・
受

付
時
間
／
毎
日
午
後
７
時
〜
午
後
11

時
）

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
、
控
え
ま
し

ょ
う
。
医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
重
複
す
る
検
査

や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て
体
に

悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の

心
配
も
あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い

る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と
き

に
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え

て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
（
薬

の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
）
。

●
薬
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、

副
作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

す
で
に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師

や
薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合
わ
せ
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
後
発
医
薬
品
（
ジ
ュ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
）
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効

能
効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
あ
り
、
費

用
が
先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
く
す
み

ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関
や
薬
局
に

提
示
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
後
発

医
薬
品
の
利
用
に
つ
い
て
相
談
に
の

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
18
年
よ
り
使
用
中
止
と
な
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
か

け
て
き
ま
し
た
高
砂
公
園
の
ト
イ

レ
が
、
改
修
を
終
え
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
を

活
用
し
、
地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ

る
シ
ョ
ッ
プ
を
開
業
、
起
業
し
よ
う

と
す
る
人
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
す

る
、
洞
爺
湖
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
補
助
事
業
の
対
象
者
は
、
町
が

規
定
す
る
業
種
を
営
む
町
民
又
は
町

民
に
な
る
予
定
の
方
で
、
な
お
か
つ

空
き
店
舗
な
ど
の
所
有
者
と
同
一
世

帯
及
び
２
親
等
以
内
の
親
族
で
な
く
、

町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で

国民年金保険料は遅
れずにきちんと納め
ましょう！
■問合せ
　室蘭年金事務所（お
　客様相談室）
　　0143-50-1004/
　役場住民課住民・
　戸籍年金グループ
　　74-3002

国民健康保険からの
お知らせ

■問合せ
　住民課国保医療グ
　ループ
　　74-3002
　健康福祉センター
　　76-4006

洞爺湖町チャレンジ
ショップ支援事業

■問合せ
　産業振興課地域振 
　興グループ
  　74-3005

高砂公園のトイレ
改修

■問合せ
　環境課環境推進グ
　ループ
　　74-3006

きちんと
納めましょう!!



す
。

　
対
象
と
な
る
業
種
、
事
業
、
交
付

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
業
　
種
〉

①
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
業

②
地
元
農
産
物
及
び
海
産
物
直
売
所

③
農
産
物
及
び
海
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
の
製
造
・
販
売
業
④
地
域
の
景

観
を
生
か
し
た
観
光
業

⑤
そ
の
他
、
当
町
の
特
色
を
生
か
し

た
事
業

〈
事
　
業
〉

　
補
助
の
対
象
は
、
業
種
を
営
む
た

め
の
店
舗
な
ど
の
改
装
費
、
備
品
購

入
費
、
家
賃
。

〈
交
付
額
〉

①
改
装
費
補
助
　

　
店
舗
な
ど
の
改
装
費
の
２
分
の
１

　
以
内
と
し
、
50
万
円
を
限
度
し
ま

　
す
。

②
備
品
購
入
費
補
助

　
開
業
に
必
要
な
備
品
な
ど
購
入
の

　
２
分
の
１
以
内
と
し
、
30
万
円
を

　
限
度
と
し
ま
す
。

③
家
賃
補
助
　

　
空
き
店
舗
の
家
賃
（
敷
金
・
礼
金

　
除
く
）
対
象
額
の
２
分
の
１
以
内

　
と
し
ま
す
。
最
長
２
年
間
と
し
、

　
１
年
目
は
５
万
円
、
２
年
目
は
３

　
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
暑
さ
対
策
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

冷
感
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
調
査
し
た

中
で
、
子
ど
も
向
け
の
首
に
装
着
す

る
子
供
用
冷
感
ベ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、

成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
が
痛
み
に
敏

感
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
人
用

商
品
よ
り
も
ベ
ル
ト
の
曲
が
り
方
が

き
つ
く
、
首
へ
の
は
め
込
み
口
の
部

分
の
開
き
が
小
さ
い
た
め
、
首
が
締

め
付
け
ら
れ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
ま
た
マ
フ
ラ
ー
タ
イ
プ
の
冷
感
タ

オ
ル
類
に
つ
い
て
も
、
一
部
の
製
品

か
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
接
触
皮
膚

炎
を
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
腐
剤

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
庁
で
は
、
初
め
て
使
用
す

る
際
は
、
防
腐
剤
を
除
く
た
め
に
、

ぬ
る
ま
湯
等
で
よ
く
洗
い
、
異
常
を

感
じ
た
ら
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、
専

門
医
に
診
て
も
ら
う
こ
と
を
勧
め
て

い
ま
す
。

　
グ
ッ
ズ
を
購
入
の
際
は
、
十
分
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
は
結
核

以
外
に
呼
吸
器
系
の
病
気
の
発
見
に

も
な
り
ま
す
。
虻
田
地
区
・
洞
爺
地

区
と
も
夕
方
以
降
の
時
間
帯
を
各
１

日
ず
つ
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ご
自
身

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■
検
査
方
法
・
注
意
事
項
に
つ
い
て

●
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
だ
け
の
簡
単

　
な
検
査
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

●
問
診
票
は
当
日
会
場
で
ご
記
入
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。
メ
ガ
ネ
な
ど

　
必
要
な
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　
で
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
は
19
歳
以
上
の
町
民
の
方
で

　
す
。

子どもの冷感グッ
ズ　要注意

■問合せ
　産業振興課水産・
　商工グループ
　　74-3005

結核・肺がん検診
のお知らせ

■問合せ
　洞爺湖町役場健康
　福祉課健康福祉セ
　ンターさわやか
　　76-4006

９月３日（月）

　　洞爺湖町役場　　　　　　　　　　　10:00～11:00

　　泉集会所　　　　　　　　　　　　　11:10～11:40

　　のぞみ団地集会所　　　　　　　　　13:30～13:50

　　月浦集会所　　　　　　　　　　　　14:10～14:30

　　入江集会所　　　　　　　　　　　　15:00～15:30

　　ウロコ　　　　　　　　　　　　　　15:40～16:10

９月４日（火）

　　清水集会所　　　　　　　　　　　　10:00～10:30

　　コスモス団地集会所　　　　　　　　10:40～11:00

　　北海ホテル　　　　　　　　　　　　11:20～11:40

　　ふれ合いセンター　　　　　　　　　13:00～13:30

　　高砂集会所　　　　　　　　　　　　13:40～14:10

９月５日（水）

　　健康福祉センターさわやか　　　　　９:30～10:30

　　泉公園通り集会所（泉公住内）　　　10:40～11:10

　　あぶたコミュ二テイセンター　　　　11:20～11:40

　　母と子の館　　　　　　　　　　　　13:30～14:00

　　文化センター　　　　　　　　　　　14:20～14:40

　　Ａコープとうや湖店　　　　　　　　15:00～15:30

10月10日（水）

　　洞爺ふれ愛センター　　　　　　　　10:00～11:00

　　大原ふるさと会館　　　　　　　　　11:30～13:00

　　財田集会所　　　　　　　　　　　　14:30～15:30

10月11日（木）

　　香川コミニュテイセンター　　　　　11:30～13:00

　　曙会館　　　　　　　　　　　　　　14:30～15:30

10月12日（金）

　　なるか愛郷の家　　　　　　　　　　11:30～13:00

　　洞爺総合センター　　　　　　　　　14:30～15:30

■虻田地区

■洞爺地区

■夜間検診

●虻田地区

　９月４日（火）　19:00～20：00

　　　　　　　　健康福祉センターさわやか

●洞爺地区

　10月11日（木）　17:00～19:00

　　　　　　　　洞爺ふれ愛センター



三重の塔と大黒天で　
湖上安全と観光振興を祈願

縄文人の暮らしを体験
　第４回とうや湖縄文まつり

温泉中学校環境教育実施
中島でエゾシカの現状を学ぶ

あか毛和牛の牛丼給食に登場
　子どもら町の特産品を味わう

　　月17日、洞爺湖温泉中学校は、中島周辺のエゾシカの
　　現状を知る環境学習を、総合学習の一環として行いま
した。
　身近な自然にふれ、地域の自然の大切さを知ろうとの目
的で全校生徒25名が参加。
　中島のエゾシカの調査を行っている酪農学園の学生らを
ガイドに、大平原まで踏査し、エゾシカの観察や中島の植
物への影響などについて話を聞きました。
　この後学
校に戻り、
エゾシカの
環境への影
響や中島と
学校周辺の
相違などを
話し合いま
した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に続いて、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町内の小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給食に、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地場産の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あか毛和
牛を使用した「あか牛丼」が出され、子供らはその美味し
さを堪能しました。
　ブランド化をめざすあか毛和牛を知ってもらおうと洞爺
湖地場産品協同組合（長崎良夫代表理事）が、学校給食セ
ンターに牛肉45㌔を提供し実現しました。
　この日は、町内統一献立として、牛丼以外に地場産の春
雨サラダや噴火湾産ホタテ入りみそ汁など地元の特産品が
取り入りられ、洞爺湖町産一色の給食になりました。

　　月21日、洞爺湖中島三重の塔安泰並びに洞爺湖温泉観
　　光振興安全祈願祭（同保存会主催・大西英生会長）と
洞爺湖中島大黒天例大祭（同奉賛会主催・三浦和則会長）
が行われ、町長、町議会議員、観光関係者ら約50人が参加
して、湖上の安全と観光事業の振興を祈りました。
　最初に三重の塔の近くで遊覧船の船上から、安全祈願祭
が厳かに執り行われ、参加者が玉ぐしを奉てんしました。
引続き中島に渡り同例大祭が行われ、53年ぶりに改築を行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った大黒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天の御堂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の前で、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人ひとり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、洞爺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湖温泉の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発展を祈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　文人
　　の暮
らしや文
化を体験
する、第
４回とう
や湖縄文
まつり
（同実行
委員会主
催）が、７月16日入江貝塚公園で開かれ、火おこしやイタド
リ笛作りなどの体験や縄文ペタンクなどのミニゲームを行い、
縄文の世界とふれ合いました。
　たいまつによる点火のオープンセレモニーに続いてアフ
リカ太鼓グループ「トヤトヤ」の演奏と踊りでスタート。
　火おこしコーナーでは、なかなかおきない火に、子供ら
は悪戦苦闘。昼食時には、地元ホタテや鮭などで作った縄
文鍋も販売され、おいしそうな笑顔が広がっていました。

中島で環境について学ぶ洞爺湖温泉中の生徒たち中島で環境について学ぶ洞爺湖温泉中の生徒たち

たいまつの点火によるオープンセレモニーたいまつの点火によるオープンセレモニー

厳粛に行われた大黒天例大祭厳粛に行われた大黒天例大祭

あか牛丼の給食で笑顔がひろがるとうや小学校の６年生あか牛丼の給食で笑顔がひろがるとうや小学校の６年生



　　振管内で洞爺湖町が、高齢化率が第１位となったこと
　　から、改めて地域での支援を考えようと「『自宅で暮
らし続けるために私たちができる支援』を考える地域包括
ケア会議」が、６月25日に役場防災研修ホールで開催され、
民生委員や福祉委員、ケアマネジャーなど関係者80名が参
加しました。
　日常活動の報告を聞いた後に行われたグループ交流会で
は、それぞれの地区で工夫している活動などの情報交換の
ほか、ちょっとした声かけの大切さや地域で集まれる場づ
くりの必
要性など、
活発な意
見交換が
行われま
した。

　　談社
　　がキ
ャラバン
カーに絵
本をのせ
て、全国
にお話を
届ける
「本と遊
ぼう全国
おはなし隊」が、７月４日洞爺湖温泉小学校を訪れ、同小
学校ととうや小学年の低学年児童に読み聞かせや紙芝居を
披露しました。参加したのは、温泉小が１年７人と２・３
年生（複式学級）14人。とうや小は、１年生10人と２年生
９人。
　当日は、１年生グループと２年生グループに分かれ、読
み聞かせとキャラバンカーにある550冊の絵本の自由閲覧
を交互に行いました。児童らは、「はらぺこヘビくん」などの
絵本や「もったいないばあさん　まほうのくにへ」などの紙
芝居に歓声をあげていました。

　　休みの観光シーズンを迎えて、洞爺湖管工事業協会（齊
　　藤昌隆会長）は、毎年恒例となっている洞爺湖温泉地
区にある公衆トイレの点検・無償修理のボランティアを、
７月11日行いました。
　各社から11人が参加して、珍小島公園駐車場のログハウ
ス風トイレ、駅前桟橋前のログハウス風トイレ、噴水広場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駐車場の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木造トイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レなどの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８カ所で、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水漏れ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水量調整、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部品など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を点検し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爺湖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コープさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っぽろは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月４日、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高齢者な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どの弱者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の孤立死
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を防止す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る「洞爺
湖町における高齢者等弱者の地域見守り活動に関する協定」
の締結式を役場で行いました。
　コープさっぽろの宅配システムを活用し、町内の高齢者
の会員宅に配達した際、異変などきづいた場合、町に連絡
することになっています。
　締結式では、真屋町長とコープさっぽろの宮嶋美典宅配
本部長が協定書を交わし、地域での安全確保について協力
していくことを確認しました。

地域で生活するための支援を考える
地域包括ケア会議

町とコープさっぽろが協定締結
　地域の高齢者の孤立死防止

温泉地区公衆トイレの点検ボランティア
　洞爺湖管工事業協会実施

講談社「全国おはなし隊」温泉小訪問
低学年児童絵本の読み聞かせを楽しむ

協定を締結した真屋町長とコープさっぽろ宮嶋本部長協定を締結した真屋町長とコープさっぽろ宮嶋本部長

グループに分かれて支援について意見を交わす参加者らグループに分かれて支援について意見を交わす参加者ら

児童の大きな笑い声が響いた読み聞かせ児童の大きな笑い声が響いた読み聞かせ

公衆トイレを点検する技術者の皆さん公衆トイレを点検する技術者の皆さん



informationinformation

お
知
ら
せ

暮
ら
し

「
愛
・
ラ
ン
ド
セ
ル
事
業
」

の
実
施

洞
爺
湖
中
島
で
の

学
術
捕
獲
に
つ
い
て

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
イ

制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

全
国
一
斉
自
動
放
送
等
試
験
の
実
施

募
　
集

伊
達
警
察
署
か
ら

22
‐
０
１
１
０

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
の
助
成
事
業
と

イ
オ
ン
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
、
来

年
４
月
に
小
学
校
入
学
を
予
定
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯
で
、

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
ラ
ン
ド
セ
ル

を
用
意
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈
呈
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
申
請
書
類
は
、
新
入
学
児
の
い
る

世
帯
へ
11
月
頃
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
対
象
者
は
、
低
所
得
世
帯
（
児
童

扶
養
手
当
受
給
世
帯
・
町
民
税
非
課

税
世
帯
・
準
要
保
護
世
帯
）
で
、
生

活
保
護
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
は
指
定
で
き
ま

せ
ん
。
（
男
児
＝
黒
系
・
女
児
＝
赤

系
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
（
　
76-

４
３
６
３
）

ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
酪
農
学
園
大
学
な
ど
が
、
環
境
省

の
「
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
を
モ
デ
ル

と
し
た
生
態
系
保
全
の
た
め
の
ニ
ホ

ン
ジ
カ
捕
獲
の
技
術
開
発
事
業
」と

し
て
、
中
島
シ
カ
個
体
群
管
理
計
画

に
基
づ
き
洞
爺
中
島
で
の
エ
ゾ
シ
カ

の
大
量
捕
獲
を
行
い
、
生
態
系
の
復

元
を
実
施
し
ま
す
。

　
実
施
予
定
日
は
、
８
月
22
日
〜
24

日
と
同
29
日
〜
31
日
で
す
。
時
間
は

日
の
出
直
後
と
日
の
入
直
前
と
な
っ

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
エ
ゾ
シ
カ

捕
獲
の
た
め
中
島
か
ら
の
銃
声
が
響

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
洞
爺
総
合
支
所
農
業
振

興
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ
（
　
82-

５
１
１
１
）
へ
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
昨
年
の
４
月
１

日
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
・
ジ
ェ
イ-

ア
ラ
ー
ト
）

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
武
力
攻

撃
情
報
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
ま

た
津
波
警
報
や
緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、
国
が

人
工
衛
星
を
通
じ
て
情
報
を
配
信
し
、

自
治
体
で
受
信
し
た
緊
急
情
報
を
防

災
行
政
無
線
か
ら
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　
住
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に
つ
い

て
万
全
を
期
す
た
め
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
に
関
す
る
全
国
一
斉
自
動
放
送
等

の
試
験
を
９
月
12
日
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
10
時
か
ら
行
政
無
線
で
試

験
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
企
画
防
災
課
企
画
防
災
・

広
報
統
計
グ
ル
ー
プ
（
　
74-

３
０

０
４
）
へ
。
　

　
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
イ
制
度
は
、

生
産
者
か
ら
加
工
・
製
造
業
者
、
卸

業
者
、
小
売
業
者
（
外
食
店
）
、
一

般
消
費
者
な
ど
に
至
る
ま
で
の
各
段

階
を
通
じ
、
取
引
な
ど
の
記
録
を
作

成
・
保
存
し
、
産
地
情
報
の
伝
達
を

行
う
も
の
で
す
。

　
対
象
と
な
る
製
品
は
、
①
米
穀
（
玄

米
・
精
米
等
）
②
米
粉
や
米
こ
う
じ
、

米
菓
生
地
な
ど
の
中
間
原
材
料
③
米

飯
類
④
も
ち
、
だ
ん
ご
、
米
菓
、
清

酒
、
単
式
蒸
留
し
ょ
う
ち
ゅ
う
、
み

り
ん
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
か
ら
小
売
ま

で
、
食
品
の
移
動
の
経
路
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
食
品
事
故

が
発
生
し
た
際
の
迅
速
な
回
収
な
ど

に
役
立
ち
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
農
政
事
務
所

消
費
・
安
全
部
流
通
監
視
課
（
　
０

１
１-

６
４
２-

５
４
６
１
）
へ
。

◆
警
察
官
募
集

■
試
験
区
分
な
ど

 

①
男
性
Ａ
区
分(

大
卒)

②
男
性
Ｂ

区
分(

高
卒)

③
女
性
Ａ
区
分(

大
卒)

④
女
性
Ｂ
区
分(

高
卒)

■
資
　
格

 

Ａ
区
分
は
、
平
成
25
年
３
月
卒
業

見
込
み
者
を
含
む
。
Ｂ
区
分
は
、
Ａ

区
分
以
外
の
者
。
ど
ち
ら
も
昭
和
55

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

９月 ４日(火)19:30～４日(火)18:30～/12日(水)13:30 13日(木)18:30～ 12日(水)14:30～

故松本光一さん
■６月12日死去
■54歳
■虻８区

故加我セツさん
■６月５日死去
■90歳■遺族は河
村しのぶさん■虻6区

故畑山和代さん
■６月12日死去
■65歳■遺族は
誠典さん■入1区

故岩倉秀雄さん
■６月19日死去
■87歳■遺族はハ
ル子さん■洞第２

故大梶俊夫さん
■６月23日死去
■74歳■遺族は
清子さん■虻６区

故加賀　宏さん
■６月25日死去
■79歳■遺族は
ヨシ子さん■清水



■
受
付
期
間

　
８
月
22
日
（
水
）
ま
で

■
試
験
日

　
第
１
次
試
験
日
は
、
９
月
16
日（
日
）

◆
お
盆
期
の
交
通
事
故
防
止

　
〜
安
全
は
　
目
配
り
気
配
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
や
り
〜

　
８
月
は
お
盆
の
帰
省
や
行
楽
な
ど
、

運
転
の
機
会
が
増
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
開
放
感
か
ら
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

過
ぎ
た
り
、
長
距
離
運
転
の
疲
労
が

原
因
と
な
る
重
大
事
故
が
多
発
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
転
さ

れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
無
理
の
な
い
計
画
を
！

・
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
た
安
全
運
転
を
！

・
疲
れ
を
か
ん
じ
た
ら
休
憩
を
と
っ

　
て
気
分
転
換
を
！

・
し
っ
か
り
と
前
を
見
て
運
転
に
集

　
中
を
！

・
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

　
着
用
を
！

■
日
　
程
　
①
９
月
８
日
（
土
）
②

　
　
　
　
　
９
月
15
日
（
土
）
③
９

　
　
　
　
　
月
16
日
（
日
）

■
時
　
間
　
①
基
礎
講
習
９
時
00
分

　
　
　
　
　
〜
・
同
検
定
13
時
20
分

　
　
　
　
　
〜
／
養
成
講
習
14
時
50

　
　
　
　
　
分
〜
②
養
成
講
習
９
時

　
　
　
　
　
00
分
〜
③
養
成
講
習
９

　
　
　
　
　
時
00
分
〜
・
同
検
定
14

　
　
　
　
　
時
30
分
〜

■
会
　
場
　
伊
達
市
役
所
第
２
庁
舎

　
　
　
　
　
２
階
第
１
・
２
・
３
会

　
　
　
　
　
議
室

■
受
講
料
　
基
礎
、
養
成
講
習
い
ず

　
　
　
　
　
れ
も
１
、
５
０
０
円

■
問
合
せ
　
伊
達
市
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
　
23-

３
３
３
１〈
内

　
　
　
　
　
線
３
３
１
〉）

　
町
で
は
、
洞
爺
湖
町
暴
力
団
排
除

条
例
案
（
概
要
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
、
６
月
11
日
か
ら

７
月
２
日
ま
で
募
集
し
ま
し
た
が
、

ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー

プ
　
74-

３
０
０
２

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
岩
倉
ハ
ル
子
さ
ん
（
洞
第
２
）
は

20
万
円
▽
朝
倉
英
隆
氏
叙
勲
受
賞
祝

賀
会
参
加
者
一
同
は
４
千
３
４
４
円

〈
寄
付
物
品
〉

▽
岩
倉
ハ
ル
子
さ
ん
（
洞
第
２
）
▽

飯
尾
利
雄
さ
ん
（
入
３
区
）
▽
沼
田

光
博
さ
ん
（
虻
５
区
）
▽
中
西
春
雄

さ
ん
（
虻
５
区
）
▽
虻
田
郵
便
局

☆
平
成
24
年
度
北
海
道
町
内
会
連
合

会
表
彰
〈
功
労
者
表
彰
・
単
位
町
内

会
・
自
治
会
組
織
会
長
表
彰
〉

▽
菅
原
康
次
氏
（
清
水
区
自
治
会
）

☆
平
成
24
年
度
胆
振
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
福
祉
功
労
者
表
彰

▽
石
川
達
子
氏
（
大
原
喜
楽
会
）

●
お
詫
び
と
訂
正

　
６
月
号
の
お
悔
や
み
欄
で
、
故
佐

藤
悦
子
さ
ん
の
ご
遺
族
の
名
前
が
、

佐
藤
芳
照
さ
ん
で
は
な
く
、
佐
藤
昇

平
さ
ん
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

８月 17日(金)14:30～17日(金)13:30/28日(火)13:30 28日(火)14:30～ 21日(火)18:30～

寄
　
付

募集職種 資　　格 受付期間 試験期日

一般曹

候補生

自衛官

候補生

海上・航空
自衛隊航空
学生（パイ
ロット）

平成25年４月１日現在
18歳以上27歳未満の方
（昭和61年４月２日か
ら平成７年４月１日ま
での間に生まれた方）

採用予定日の１日現
在18歳以上27歳未満
の方

平成25年４月１日現
在18歳以上21歳未満
の者（平成４年４月
２日から平成７年４
月１日までの間に生
まれた方）

高卒（見込含）21歳未満の
成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を納め、
学校長が推薦できる者

高卒（見込含）21歳
未満の者

平成24年８月１日～
９月７日まで（締切
日必着）

（男子）年間通じて行
っております
（女子）平成24年８月
１日～９月７日（締
切日必着）

平成24年８月１日～
９月７日（締切日必
着）

平成24年９月３日～
９月５日（締切日必着）

平成24年９月３日～
９月５日（締切必着）

第１次試験・平成24年
９月17日
第２次試験・平成24年
10月４日～11日までの
間の指定する１日

（男子）受付時にお知
らせします
（女子）平成24年９月
23日～26日のうち指
定する１日

第１次試験・９月22日
第２次試験・10月13日
～18日のうち指定する
１日
第３次試験（海上）・11
月15日～12月12日のう
ち指定する１日（航空）
11月中旬～12月中旬を
予定

９月29日・30日

（１次）９月29日
（２次）10月20日・
　　　21日

防衛大
学　校
学　生

お問合せお申し
込み先資料・志
願票等の請求先

〒050-0083　室蘭市東町２丁目21-12　石井ビル１階　防衛省
自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所　　0143-44-9533
洞爺湖町役場総務課　庶務・職員グループ　　 0142-74-3000

推
　
薦

総
合
選
抜

自 衛 官 募 集

故岩倉道夫さん

■６月25日死去

■81歳■遺族は

秀子さん■洞第１

故正津仁久さん

■６月25日死去

■61歳■遺族は

久子さん■泉区

催
　
し

平
成
24
年
度
赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
含
む
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

洞
爺
湖
町
暴
力
団
排
除
条
例
案
（
概
要
）
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
の
報
告



船内見学会見学者募集船内見学会見学者募集

◆レジェンド・オブ・ザ・シーズ
　（初入港）13時～14時

◆ダイヤモンド・プリンセス
　10時30分～12時30分

９/19日（水）

９/30日（日）

■会　場　室蘭港崎守ふ頭第６バース
＜応募方法＞見学希望船を必ず明記し、応募者全員の身分証明書の種類と番号を記載。１船につき、１名１回

　　　　　　　　　　　　　　　の応募。なお、乳幼児も一人とします。左の記入例にならい、必要事項を記

　　　　　　　　　　　　　　　入して、官製はがきか封書で応募ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　■締切り・８月22日（水）必着。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①記入漏れ・不備は無効

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②応募数が定員を超えた場合は抽選

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③当選者のみ郵送で通知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④当選権利の譲渡は不可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※船内での階段の昇降ができる人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※パスポートか運転免許証が必要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★船側の都合で寄港中止の場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　■申込み・室蘭市港湾部総務課振興係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒051-0022　室蘭市海岸町1丁目20番地30　　0143-22-3191

参加者全員（５名までの）

①氏名（ふりがな）

②住所

③電話番号

④生年月日

⑤性別

⑥身分証明書の種類と番号を

　明記

<記入例>

■新入園児の募集
平成25年度の新入園児の募集を開始します。

◆入園願書配布は10月15日（月）

◆入園願書受付は11月1日（木）～

■とうやこ幼稚園解放
　とうやこ幼稚園では、施設の開放を行い、子ども同

士、親同士のコミュニケーションを図っています。参

加費も無料ですので気軽に参加ください（上靴持参）。

年齢制限はありません。

●開放日
　８月28日（火）・９月25日(火)・10月17日（火）・12月11

　日（火）・１月30日（火）・２月19日（火）

●時　間
　毎回10時30分～正午

とうやこ幼稚園
洞爺湖町高砂町127－9　76-4500

新入園児募集と
施設開放

とうやこ幼稚園



〈
一
　
般
〉▽
地
層
調
査(

佐
々
木
譲)

▽
か
な
た
の
子(

角
田
光
代)

▽
無
双

の
花(

葉
室
麟)

▽
鼠
、夜
に
賭
け
る

(

赤
川
次
郎)

▽
鼠
、影
を
絶
つ(

赤
川

次
郎)

▽
し
っ
ぽ
ち
ゃ
ん(

群
よ
う
子)

▽
ワ
ン
・
モ
ア（
桜
木
紫
乃
）▽
ポ
ー

カ
ー
・
フ
ェ
イ
ス（
沢
木
耕
太
郎
）▽

精
姫
様
一
条（
杉
本
章
子
）▽
不
可
能

（
松
浦
寿
輝
）▽
用
心
棒
血
戦（
鳥
羽

亮
）▽
毒
婦（
北
原
み
の
り
）▽
苦
役

列
車（
西
村
賢
太
）

〈
児
童
書
〉▽
よ
う
か
い
む
か
し
話
①

か
っ
ぱ(

藤
田
晋
一
／
大
井
知
美)

▽

よ
う
か
い
む
か
し
話
②
お
に(

藤
田

晋
一
／
大
井
知
美)

▽
よ
う
か
い
む

か
し
話
③
て
ん
ぐ(

藤
田
晋
一
／
大

井
知
美)

▽
よ
う
か
い
む
か
し
話
④

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う(

藤
田
晋
一
／
大
井

知
美)
▽
よ
う
か
い
む
か
し
話
⑤
や

ま
ん
ば
・
雪
女(
藤
田
晋
一
／
大
井
知

美)

▽
よ
う
か
い
む
か
し
話
⑥
ば
け

ね
こ(

藤
田
晋
一
／
大
井
知
美)

▽
ズ

ッ
コ
ケ
三
人
組
ａ
ｇ
ｅ
42（
那
須
正

幹
）▽
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
ａ
ｇ
ｅ
43

(

那
須
正
幹)

▽
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
ａ

ｇ
ｅ
44(

那
須
正
幹)

▽
ズ
ッ
コ
ケ
三

人
組
ａ
ｇ
ｅ
45(

那
須
正
幹)

〈
一
　
般
〉▽
ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
ン
バ
ー

（
伊
坂
幸
太
郎
）▽
母
の
遺
産（
水
村

美
苗
）▽
外
事
警
察（
麻
生
幾
）▽
日

御
子（
箒
木
蓮
生
）▽
置
か
れ
た
場
所

で
咲
き
な
さ
い（
渡
辺
和
子
）▽
身
を

捨
て
て
こ
そ（
白
川
道
）▽
反
・
幸
福

論（
佐
伯
啓
思
）▽
１
０
１
歳
人
生
あ

る
が
ま
ま（
渡
邊
恵
進
）▽
縄
文
人
は

ど
こ
か
ら
き
た
の
か（
北
の
縄
文
文

化
を
発
信
す
る
会
）▽
ミ
ツ
カ
ン
社

員
の
お
酢
レ
シ
ピ（
ミ
ツ
カ
ン（
株
））

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉▽
日
本
の
地
誌

（
山
下
克
彦
他
）▽
日
本
の
地
質
増
補

版（
日
本
の
地
質
増
補
版
編
集
委
員
会
）

▽
地
震
学
　
第
３
版（
宇
津
徳
治
）▽

北
海
道
の
地
震（
島
村
英
紀
）▽
世
界

の
湖
沼
と
地
球
環
境（
熊
谷
道
夫
）▽

巨
大
地
震
・
巨
大
津
波（
平
田
直
）▽
地

形
変
化
の
化
学（
松
倉
公
憲
）▽
水
辺

環
境
の
保
全（
江
崎
保
男
▽
自
然
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク（
沼
田
真
）▽
世
界
で
一
番

美
し
い
種
子
図
鑑（
ロ
ブ
・
ケ
ス
ラ
ー
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分

●
８
月
休
館
日

８
月
16
日
・
23
日
・
30
日
・
９
月
６

日（毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

　北海道のお話です。アイヌの町白老

町で地域医療に生涯を捧げた高橋医師。

　貧しい人からは治療代は取らず､深

夜でも､吹雪でも、求められれば往診す

るそんな頑固一

徹の生涯と家族

愛を、没後50年

を記念して出版

されました。 

川嶋康男（著）

「いのちのしずく
『コタンの赤ひげ』
高橋房次物語」

今月の１冊

わ
た
し
の
う
た

ア
ド
レ
ス
帖
繰
れ
ば
還
ら
ぬ
人
多
し

　
　
　
　
　
書
き
て
届
か
ぬ
宛
名
消
し
ゆ
く
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

遠
つ
嶺
の
向
か
う
い
ま
し
沈
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
夕
日
に
逢
い
し
を
幸
せ
と
せ
ん
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

美
し
き
球
の
透
視
に
ゆ
め
む
べ
き
さ

　
　
　
　
　
庭
に
咲
き
し
紫
陽
花
の
花
　
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

待
ち
を
り
し
雨
の
恵
み
に
菜
園
の
　

　
　
　
　
　
莢
豌
豆
の
白
き
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

掌
に
肉
刺
を
つ
く
り
て
草
を
取
り

　
　
　
　
　
茄
子
に
南
瓜
も
日
照
り
に
耐
へ
る
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

の
ぼ
り
ふ
じ
情
け
あ
る
宅
わ
か
り
て
か

　
　
　
　
　
敷
地
の
際
に
子
を
ふ
や
し
お
り
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

入
歯
に
も
や
さ
し
く
触
れ
て
水
羊
羹
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

過
去
の
こ
と
す
べ
て
流
そ
う
水
羊
羹
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

打
水
の
ほ
ど
良
き
石
に
迎
え
ら
る
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

祝
宴
の
果
て
て
ひ
と
り
の
水
羊
羹
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

燕
く
る
今
日
を
よ
し
と
す
病
窓
に
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

晩
鐘
や
ま
だ
老
　
の
鳴
き
足
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

※
７
月
号
に
掲
載
し
た
俳
句
２
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お

　
詫
び
し
ま
す
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
。

仏
典
の
多
き
古
書
店
黴
匂
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

切
り
抜
き
の
ほ
こ
り
払
え
ば
黴
匂
ふ
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
七
月
定
例
会
よ
り

ま
め

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
七
月
定
例
会
よ
り



　
　
成
24
年
度
の
北
海
道
危
険
物
安

　
　
全
協
会
連
合
会
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
西
胆
振
危
険
物
安
全
協

会
会
員
の
株
式
会
社 

マ
ル
ナ
カ
総

業
　
サ
イ
ロ
展
望
台
（
渡
部
順
子
代

表
取
締
役
）
と
、
同
会
員
の
医
療
法

人 

洞
仁
会 

洞
爺
温
泉
病
院
（
中
谷

玲
二
理
事
長
）
の
２
事
業
所
が
栄
誉

あ
る
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
危
険
物
の
安
全
に

対
し
、
特
に
功
労
が
あ
っ
た
個
人
及

び
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
後
、

さ
ら
に
一
層
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、

危
険
物
施
設
の
安
全
に
取
り
組
む
決

意
を
力
強
く
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

　
　
月
27
日（
水
）白
老
町
「
町
民
ふ

　
　
れ
あ
い
広
場
」
に
て
、
胆
振
地

方
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
胆
振
管
内
の
各
市

町
の
選
抜
さ
れ
た
消
防
団
員
が
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
大

会
で
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
と
「
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
の
２
種
目
が

あ
り
、
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に

出
場
し
た
洞
爺
湖
消
防
団
第
一
分
団

（
本
町
地
区
）
が
準
優
勝
、
「
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に
出
場
し
た
洞

爺
湖
消
防
団
第
三
・
四
分
団
（
洞
爺

地
区
）
が
優
良
賞
と
い
う
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
出
場
さ
れ
た
団
員
の

方
々
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
の
各
種
災
害
活
動
で
の
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
内
に
て
停
電
又
は
計
画
停
電
と

　
　
な
っ
た
場
合
、
電
源
が
必
要
な

消
防
用
設
備
等
が
有
効
に
機
能
し
な

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
各
事
業
所
で
は
停
電
時
の
火
の
使

用
（
ろ
う
そ
く
や
タ
バ
コ
含
む
）
を

最
小
限
と
し
、
関
係
者
に
よ
る
巡
回

を
増
や
す
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
電
気

錠
や
自
動
ド
ア
等
が
通
行
不
能
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
経

路
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
防
火
管
理
者

（
防
火
担
当
係
）
は
、
全
従
業
員
へ

周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
火
災
発

生
時
に
は
す
ば
や
く
、
冷
静
に
対
応

で
き
る
よ
う
自
主
的
な
防
火
管
理
や

事
故
防
止
対
策
等
を
確
保
す
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
消
防
用
設
備
等
の
使
用
方

法
や
機
器
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
各
防
火
対
象
物
の
消
防
用
設
備

等
点
検
業
者
へ

事
前
に
確
認
し

て
お
く
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

　
　
18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の

　
　
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
梅
津
幸

男
さ
ん（
64
）が
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

受
章
し
ま
し
た
。

 

梅
津
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
、
西
胆

振
消
防
組
合
の
発
足
と
同
時
に
虻
田

町
消
防
署
に
配
属
と
な
り
、
在
職
中

２
回
の
有
珠
山
噴
火
に
従
事
。
平
成

18
年
に
は
同
消
防
組
合
消
防
長
と
な

り
、
伊
達
市
消
防
本
部
と
の
組
織
再

編
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

　

危
険
物
施
設
に
栄
誉
あ
る

保
安
功
労
表
彰
を
受
賞

平
成
24
年
度
胆
振
地
方

消
防
訓
練
大
会
出
場

電
力
需
要
ひ
っ
迫
に
伴
う
停
電
時

等
の
防
火
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
梅
津
元
消
防
長
受
章

洞爺湖支署(　76-2119)・洞爺出張所(　87-2119)『火災・救急・救助119番』

平
成
24
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
６
月
30
日
現
在

●
火
災
件
数
　
２
件

●
救
急
件
数
　
249
件

平
成
24
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
６
月
30
日
現
在

●
火
災
件
数
　
２
件

●
救
急
件
数
　
249
件

「
消
し
た
は
ず

　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
」

統
一
標
語

団体表彰を受賞した医療法人 洞仁会 洞爺温泉病院
(中谷玲二理事長）
団体表彰を受賞した医療法人 洞仁会 洞爺温泉病院
(中谷玲二理事長）団体表彰を受賞した株式会社マルナカ総業団体表彰を受賞した株式会社マルナカ総業

「小型ポンプ操法の部」 写真左から佐長　稔団員・増田和博団員
以西隆一団員・青野敏志団員・廣島光敏団員
「小型ポンプ操法の部」 写真左から佐長　稔団員・増田和博団員
以西隆一団員・青野敏志団員・廣島光敏団員

「ポンプ車操法の部」前列左から三好勝美班長・小林裕樹班長
後列左から武井亮人団員・福島正和団員・小林進市団員・菊地章仁団員
「ポンプ車操法の部」前列左から三好勝美班長・小林裕樹班長
後列左から武井亮人団員・福島正和団員・小林進市団員・菊地章仁団員

瑞宝双光章を受章した梅津幸男さん瑞宝双光章を受章した梅津幸男さん



　
　
成
24
年
７
月
14
日
に
社
会
福
祉

　
　
法
人
あ
ぶ
た
福
祉
会
創
立
三
十

周
年
記
念
式
典
を
、
衆
議
院
議
員
鳩

山
由
紀
夫
様
、
北
海
道
議
会
議
員
神

戸
典
臣
様
並
び
に
北
海
道
議
会
議
員

田
村
龍
治
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
ご
来
賓
と
、
１
７
０
名
の
招
待
客

を
招
き
、
ザ
・
ウ
イ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル

洞
爺
で
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
あ
ぶ

た
福
祉
会
理
事
長
菅
原
康
次
よ
り
「
あ

ぶ
た
福
祉
会
は
三
十
年
の
歴
史
を
刻

み
ま
す
。
昭
和
51
年
当
時
、
法
人
設

立
促
進
期
成
会
及
び
設
立
準
備
委
員

会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
鈴
木

昭
様
、
初
代
理
事
長
の
故
木
村
芳
丸

様
ら
有
志
の
障
害
者
福
祉
に
対
す
る

熱
い
思
い
に
よ
り
、
障
害
者
福
祉
施

設
を
設
置
し
、
障
害
福
祉
の
促
進
を

図
る
べ
く
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
翌
年
52
年
８
月
の

有
珠
山
噴
火
災
害
に
よ
り
、
計
画
は

実
現
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
に
た
ち
、

準
備
委
員
会
は
解
散
し
ま
し
た
。
有

珠
山
噴
火
復
旧
に
目
処
が
つ
い
た
55

年
に
再
度
、
法
人
設
立
、
障
害
者
施

設
設
置
の
機
運
が
高
ま
り
、
有
志
ら

と
共
に
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
里
親

の
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に

早
期
実
現
を
目
指
す
組
織
づ
く
り
の

た
め
、
法
人
設
立
促
進
期
成
会
を
結

成
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

清
水
友
愛
の
里
建
設
資
金
に
あ
っ
て

は
、
国
庫
補
助
の
ほ
か
、
自
己
資
金

は
町
内
自
治
会
長
の
協
力
の
も
と
、

町
民
に
対
す
る
募
金
活
動
で
８
割
以

上
の
町
民
か
ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、

ま
さ
し
く
町
民
総
意
の
施
設
づ
く
り

で
あ
り
ま
し
た
」
と
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
各
表
彰
の
贈
呈
で
は
、
法
人
に
貢

献
し
て
い
た
だ
い
た
個
人
１
名
と
２

団
体
、
３
企
業
に
感
謝
状
。
そ
の
ほ

か
、
功
労
者
表
彰
に
鈴
木
昭
様
、
従

事
者
表
彰
に
鈴
木
孝
子
様
、成
田
憲

子
様
、役
員
・
職
員
へ
は
永
年
勤
続
者

表
彰
を
受
賞
者
16
名
に
そ
れ
ぞ
れ
贈

り
ま
し
た
。祝
辞
で
は
、衆
議
院
議
員

鳩
山
由
紀
夫
様
、北
海
道
副
知
事
多

田
健
一
郎
様
、北
海
道
議
会
議
員
神

戸
典
臣
様
、洞
爺
湖
町
長
真
屋
敏
春

様
の
４
名
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
友
愛
の
里
お
琴
ク

ラ
ブ
の
演
奏
や
、
と
う
や
湖
踊
る
社

中
の
迫
力
あ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
福
祉
施
策
が
新
し

く
展
開
さ
れ
る
中
、
社
会
福
祉
法
人

あ
ぶ
た
福
祉
会
で
は
、
障
害
福
祉
の

推
進
と
発
展
に
向
け
、
洞
爺
湖
町
に

お
け
る
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
創
立
当
初
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
、
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
引
続
き
、
あ
ぶ
た
福
祉

会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｋ
）

　
ケ
ア
ホ
ー
ム
『
う
ら
ら
』
が
開
設

し
て
か
ら
９
カ
月
が
経
ち
、
入
居
者

７
名
は
青
葉
地
区
の
皆
様
に
見
守
ら

れ
、
う
ら
ら
か
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　
５
月
27
日（
日
）宮
田
農
園
に
て
お

花
見
が
あ
り
、
う
ら
ら
の
入
居
者
全

員
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
心
地
よ

い
陽
射
し
の
中
で
皆
、
「
晴
れ
て
良

か
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

肉
や
新
鮮
な
野
菜
を
焼
く
う
ち
に
、

汗
が
額
を
流
れ
て
い
き
「
暑
い
ね
」

と
何
度
も
タ
オ
ル
で
汗
を
拭
き
な
が

ら
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
で

喉
を
潤
し
て
い
ま
し
た
。
焼
き
あ
が

っ
た
肉
や
野
菜
を
ほ
お
ば
り
、
普
段

は
野
菜
嫌
い
な
人
も
「
美
味
し
い
わ
」

と
言
い
な
が
ら
沢
山
食
べ
、
「
こ
う

や
っ
て
外
で
食
べ
る
と
美
味
し
い

ね
」と
満
足
し
た
表
情
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
花
見
に
参
加
し
た
住
民
の
皆
様
か

ら
も
ビ
ー
ル
や
肉
を
勧
め
ら
れ
、
い

つ
も
は
小
食
の
方
も
倍
く
ら
い
の
量

を
食
べ
て
お
り
、
心
配
で
声
を
掛
け

る
ほ
ど
で
し
た
。

　
住
民
の
方
か
ら
、
「
８
月
に
は
盆

踊
り
も
あ
る
か
ら
お
い
で
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
る
と
「
絶
対
に
行
く
」
と

歓
声
を
上
げ
、
う
ら
ら
に
戻
っ
て
か

ら
す
ぐ
に
出
掛
け
る
用
意
を
す
る
く

ら
い
の
勢
い
で
、
盆
踊
り
の
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
皆
の
幸
せ
そ
う

な
笑
顔
を
見
て
、
８
月
の
盆
踊
り
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
楽
し
い
ひ
と
時
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
青
葉
地
区
の
皆
様
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
住
居
名
の
由

来
で
あ
る
『
う
ら
ら
』
は
、
陽
光
が

晴
れ
晴
れ
と
照
る
様
子
、
春
の
暖
か

な
陽
射
し
が
や
わ
ら
か
く
輝
き
わ
た

り
、
周
囲
も
何
も
か
も
が
微
笑
ん
で

い
る
よ
う
に
美
し
く
見
え
る
様
子
を

言
い
ま
す
が
、
ま
さ
し
く
そ
ん
な
春

の
一
日
で
し
た
。
　
　
（
Ｍ
・
Ｓ
）

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
32
号

あ
ぶ
た
福
祉
会
三
十
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
を
終
え
て

う
ら
ら
か
な
る
春
の
一
日
　

〜
晴
天
の
中
の
お
花
見
で
し
た
〜



か
わ
ら
板
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洞爺湖温泉
観 光 協 会
　75-2446

　　を通して洞爺湖町を一つにしよう!!を目的に座談会を３回実施し、延べ93名の方に出席頂
　　きました。ご出席頂いた皆様、本当にありがとうございました。広範囲に渡り、様々な意見を
頂きましたが、皆様方から「洞爺湖には本当に良い食材があふれているのに、あまり知られてい
なく残念だな～。何とかしたい!!」という地元を愛する熱い思いがヒシヒシと感じられました。
　観光に携わる私達はつい観光客の事ばかり考えがちですが、今、取り組まなければならない大
切なことは、地元の皆様に、地元の美味しい食材を知って頂き、味わう場を提供し、満足してもら
う事です。今後、そのための企画を提案していきますので、是非、ご参加ください。

■町、団体、役場内の連携不足を解消するために……

・旧虻田町、旧洞爺村、洞爺湖温泉の３つに分かれている、かみあっていない。

・生産者と各施設の連携が少ない。窓口をしっかり決める。仕組みづくりが必要。

■情報発信不足を解消するために……

・各団体のＨＰと連携した共通の情報発信システムづくり。 

・住民向けにチラシを定期的に配布。

・洞爺湖の食の豊かさをイメージさせる共通キャッチフレーズの提案。

■地産地消を推進するために……

・各施設で地元食材を味わえる仕組みづくり、洞爺湖ならではの魅力をつくる。

・農業＋漁業＋観光を組み合わせたツアーの企画。

■満足感の高いサービスを提供するために……

・洞爺湖の食を語れる人材育成(ジオパークと連携した食マイスターの導入)

・洞爺湖ならではの魅力が体験できるツアーの実施。

●洞爺湖の食の豊かさをイメー
　ジさせる共通キャッチフレー
　ズをつくり、広報力を強化
●団体の枠を越えた協力体制を
　つくり、連携して情報を発信
●団体の枠を越えた意見交換会
　の継続

●団体の協力したイベントで地
　元食材料理を提供
●地元食材が手に入りやすい体
　制づくりの推進
●各施設で地元食材を味わえる
　仕組みづくり

●ジオパークと連携した食マイ
　スター制度の導入
　※洞爺湖の食を語れる人材育
　　成
●農業＋漁業＋観光を組み合わ
　せた魅力的なツアー企画

◆洞爺湖町の食材を知ってもらう３ステップ◆

①
食材を
知って
もらう

②
食材を
味わう
場の提供

③
満足して
頂ける
おもてなし

洞爺湖の「食」について
ざっくばらんに話し合う座談会
洞爺湖の「食」について
ざっくばらんに話し合う座談会

参加者の
皆さん
からの声

まとめ



　多様な地質や動植物について、ビジターセンターのスタッフ
が解説してくれる金比羅山火口の散策です。　　　　　　　　
●日　時　８月20日～10月末までの土・日・祝日
　　　　　土曜日　①10:50～12:20　②15:20～16:50
　　　　　日曜日　①10:50～12:20　②13:20～14:50
　　　　　祝　日　ビジターセンターに問合わせください
●対　象　小学生以上（小学生・未就学児童は保護者同伴）
●定　員　各回15名　
●参加費　300円（保険代・資料代含む）
　　　　　※出発10分前までにビジターセンターに集合
　　　　　※天候等によって中止になる場合もあります。

「こんぴら山火口ガイドウォーク」

洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会だより

第２号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
(洞爺湖町役場ジオパーク推進課内)
　(0142)74-3015

　洞爺湖ビジターセンターでは、洞爺湖・有珠山周辺の自然環境や動植物について理解を深めてもらえるよう、
無料で展示・解説している施設です。洞爺湖の成り立ちや観察ポイントも紹介されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　併設された「火山科学館」では、2000年の有珠山噴火の映
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　像や、噴火振動体験を通して、有珠山の噴火を体感できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噴火遺構を見に行く前に見学すると、とてもよくわかるので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おすすめ。（大人600円・小人300円）

住　　所　洞爺湖町洞爺湖温泉142番5
電　　話　　（0142）75－2555
開館時間　両施設とも9時00分～17時00分
交　　通　
・洞爺湖温泉バスターミナルから徒歩２分。
・ＪＲ洞爺駅から道南バス【洞爺湖温泉行き】
 か【東町サンパレス行き】乗車
 約20分　片道320円

おすすめ体験メニューおすすめ体験メニュー

　現在日本では、20の地域が「ジオパーク」として

認定されています。20のジオパークは「日本ジオ

パークネットワーク」（ＪＧＮ）をつくり、協力し

あって活動しています。

　新しくジオパークを目指す地域は、年１回開催

される日本ジオパーク委員会の審査を通過すると、

ネットワークへの加盟が認められます。

　日本では、現在新たに17地域が、ジオパークを

目指して取組みを進めています。

　ジオパークでは、それぞれの地域が地質・自然・

歴史的特色を生かした体験プログラムを作り、地

元のガイドさんが案内してくれるガイドツアー

などを通し、魅力ある地域づくりに取り組んでい

ます。

白滝(遠軽町)

アポイ岳(様似町)

磐梯山(福島県猪苗代町他)

男鹿半島・大湯(秋田県男鹿市他)

糸魚川(新潟県糸魚川市)

白山手取川(石川県白山市)

恐竜渓谷ふくい勝山(福井県勝山市)

山陰海岸(兵庫県豊岡市他)

隠岐(島根県隠岐の島町他)

島原半島(長崎県島原市他)

天草御所浦(熊本県御所浦市)

霧島(鹿児島県霧島市他)

阿蘇(熊本県阿蘇市他)

室戸(高知県室戸市)

南アルプス(長野県飯田市)

伊豆大島(東京都大島町)

秩父(埼玉県秩父市)

下仁田(群馬県下仁田町)

茨城県北(茨城県北茨城市他)

洞爺湖・有珠山

洞爺湖有珠山ジオパーク　見どころ紹介① 「洞爺湖ビジターセンター・火山科学館」

★＝世界ジオパーク認定地域
●＝日本ジオパーク認定地域

日本のジオパーク



　
　
月
27
日
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
か
ら

　
　
Ｃ
Ｄ「
千
島
海
峡
」を
発
売
し
、

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し

た
。

　
岩
手
県
出
身
で
21
歳
の
時
津
軽
海

峡
を
渡
り
北
海
道
へ
移
住
。
25
歳
で

民
謡
に
出
会
い
、
そ
こ
か
ら
歌
謡
曲

に
も
活
動
の
場
を
広
げ
、
全
道
勝
ち

抜
き
選
手
権
グ
ラ
ン
プ
リ
、
全
国
縦

断
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
決
勝
大
会

マ
ス
タ
ー
部
門
金
賞
な
ど
を
受
賞
し
、

自
主
制
作
の
Ｃ
Ｄ
も
出
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
町
内
だ
け
で
な
く
、
伊
達
、

豊
浦
で
歌
謡
教
室
を
開
き
、
約
60
人

の
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
所
属
す
る
星
川
音
楽
事
務
所
（
苫

小
牧
市
）
の
星
川
成
一
代
表
か
ら
昨

年
の
秋
に
話
が
あ
り
、
自
主
制
作
か

ら
５
年
、
勤
め
て
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
の
退
職
記
念
と
重
ね
合
わ
せ
、

新
た
な
挑
戦
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
決

意
。
７
月
14
日
に
は
伊
達
市
の
ホ
テ

ル
ロ
ー
ヤ
ル
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

記
念
の
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
き
「
多

く
の
人
に
歌
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」

と
千
島
海
峡
の
ヒ
ッ
ト
に
向
け
て
熱

が
入
り
ま
す
。

西舘鉄雄さん（63歳・入江１区）

「千島海峡」で
メジャーデビュー

「千島海峡」で
メジャーデビュー

　
　

　
　
月
20
日
、
21
日
の
両
日
、

  

　「
第
51
回
虻
高
祭
―
突
き

進
め
虻
高
　
ハ
ジ
ケ
ロ
！

虻
高
―
」
と「
第
59
回
洞
高
祭

―
煌（
き
ら
）め
く
！
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｙ
―
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
虻
高
祭
で
は
、
恒
例
の
ク

ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
合

唱
、
器
楽
演
奏
の
芸
能
発
表

会
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
来
校

し
た
町
民
や
保
護
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
「
わ

け
あ
り
市
」
も
同
時
に
開
か

れ
、規
格
外
の
野
菜
な
ど
が
格
安
で

提
供
さ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
一
方
洞
高
祭
は
、
食
堂
と
コ
ス
チ 

 

　
　
　
　
　
ュ
ー
ム
シ
ョ
ー
を
２
本

　
　
　
　
　
柱
に
し
て
開
催
。
食
堂

　
　
　
　
　
で
は
、
洞
爺
で
採
れ
る

　
　
　
　
　
夏
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

　
　
　
　
　
に
使
用
し
た
「
夏
野
菜

　
　
　
　
　
カ
レ
ー
」
な
ど
３
品
を

　
　
　
　
　
販
売
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
ー
は
、「confectionery

　
　
　
　
　
（
コ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ナ

　
　
　
　
　
リ
ー
）」を
テ
ー
マ
に
お

　
　
　
　
　
菓
子
の
世
界
を
表
現
し
、

　
　
　
　
　
多
く
の
来
場
者
か
ら
大

　
　
　
　
　
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。

若いエネルギーを
結集!!

虻高祭・洞高祭

若さあふれる虻高祭のクラスパフォーマンス若さあふれる虻高祭のクラスパフォーマンス

お菓子の世界をイメージした洞高祭のコスチュームショーお菓子の世界をイメージした洞高祭のコスチュームショー

広告



８月の健康・子育て・イベントカレンダー

　　　８月17日（金）　洞爺地区健康相談　      　9:30～11:30　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　22日（水）　保育所開放　　　　     　10:00～11:30　桜ヶ丘保育所（　75-2088）

　　　　　23日（木）　げんきクラブ（虻田地区） 　13:30～15:30　健康福祉センター（　76-4006）

　　　　　24日（金）　洞爺地区健康相談　　　  　9:30～11:30　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　　　　　親子ふれあい遊び　   　　10:00～11:30　健康福祉センター（　76-4006）

　　　　　25日（土）　縄文ロビー講座　　　   　10:00～11:00　入江・高砂貝塚館（　76-5802）

　　　　　26日（日）　健康づくりウオーキング会 10:00～12:00　夕日が見える渚公園

　　　　　28日(火)　保育所開放　　　　　     10:00～11:30　洞爺保育所（　82-5559）

　　　　　29日（水）　げんきクラブ(洞爺地区)　 13:30～15:30　洞爺ふれ愛センター（  87-2727）

　　　　　30日（木）　乳児健診　　　　　     　13:30～　　　 健康福祉センター（　76-4006）

　　　　　31日（金）　保育所開放　　　　     　10:00～11:30　本町保育所（　76-3672）

　　　　　　　　　　洞爺地区健康相談　　    　9:30～11:30　洞爺総合支所（　82-5111）

　　　９月１日（土）　北大マンドリンコンサート 13:30～　　   洞爺総合センター（　82-5111）

３日（月）～５日（水）　結核・肺がん検診　　　　　            　虻田地区・温泉地区

　　　９月４日（火）　ピノキオ読み聞かせ会　 　14：30～　　   あぶた読書の家（　76-2100）

　　　　　５日（水）　保育所開放　　　　     　10:00～11:30　本町保育所（　76-2673）

　　　　　６日（木）　１歳６ヵ月児・３歳児健診　12:45～　   　健康福祉センター（　76-4006）

　　　　　７日（金）　保育所開放　　　　     　10:00～11:30　本町保育所（　76-2673）

　　　　　　　　　　洞爺地区健康相談　　　　　9：30～11:30　洞爺総合支所（　82-5111）

８日（土）～９日（日）　北海道ツーデーマーチ　    7:00～　　　 洞爺湖温泉湖畔遊歩道広場

日(曜) 行　　　事 時　　間 場　　　所

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は｢早く大きくな～れ｣と成長
を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて洞爺湖
町に誕生した赤ちゃん。その純粋な
瞳は何を見つめているのでしょうか？

今野　玄くん
      　　 　　 (げん)

祐介さん・智江さん
５月５日生　洞第５

佐藤　結愛ちゃん
      　　 　  (ゆあ)

優希さん・さおりさん
５月29日生　入４区

折目　奏ちゃん
      　　 　 (かなで)

亨さん・早希さん
５月１日生　温３区

福島　碧人くん
      　　 　 (あおと)

真之さん・志乃さん
５月10日生　虻３区

近藤　琉衣くん
      　　 　  (るい)

亨さん・由香梨さん
５月24日生　青１区
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男…………4,603人（△７）
女…………5,292人（±０）
計…………9,895人（△７）
世帯……5,092世帯（＋２）

人口と世帯の動き　6月30日現在

虻田吹奏楽団
理事長 河畑敦史　団員25名

■測 定 日　７月23日・晴れ
■測 定 値　0.038μGy/h
■測定場所　洞爺湖汽船桟橋前
◆空間放射能量率は平常レベルです。

洞爺湖温泉の
空間放射線量率の状況

　
　
田
吹
奏
楽
団
は
、昭
和
53
年
、前

　
　
年
に
有
珠
山
噴
火
の
被
害
を
受

け
た
町
に
、元
気
を
取
り
戻
そ
う
と

当
時
の
虻
田
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

先
生
ら
が
呼
び
か
け
、30
人
ほ
ど
の

仲
間
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　「
年
齢
制
限
が
な
い
」「
年
寄
り
を

排
除
し
な
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、現
在

団
員
は
、高
校
１
年
生
か
ら
70
歳
ま

で
幅
広
い
年
齢
構
成
で
、親
子
３
代

で
同
じ
舞
台
に
立
つ
ほ
ほ
え
ま
し
い

家
族
も
い
ま
す
。

　
年
１
回
の
定
期
演
奏
会
の
ほ
か
、

洞
爺
湖
町
文
化
団
体
協
議
会
が
主
催

す
る
「
ふ
れ
合
う
心
の
文
化
広
場
」、

「
総
合
文
化
祭
」の
出
演
や
老
人
施

設
へ
の
訪
問
演
奏
会
な
ど
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、常
時
20
曲
あ
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
演
歌
ま
で
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　
吹
奏
楽
の
魅
力
に
つ
い
て「
練
習

を
重
ね
、一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
く

と
こ
ろ
が
醍
醐
味
」と
言
い
、「
演
奏

会
後
の
打
ち
上
げ
が
何
よ
り
楽
し
い
」

と
本
音
を
の
ぞ
か
せ
る
ベ
テ
ラ
ン
団

員
も
い
ま
す
。

　
入
団
し
て
か
ら
、楽
器
を
覚
え
た

人
も
お
り
、経
験
、未
経
験
は
問
い
ま

せ
ん
。子
育
て
の
終
わ
っ
た
人
、ブ
ラ

ン
ク
の
あ
る
人
、や
る
気
の
あ
る
人

な
ら
大
歓
迎
。

　
毎
週
月
曜
日
、木
曜
日
19
時
か
ら

21
時
ま
で
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ

ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、武
田 
駿
さ
ん

（
　
76-

４
９
０
８
）ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

今月のワンショット

東奔西走東奔西走
　洞爺湖温泉地区、洞爺地区と夏祭りが行われ、北海道
も本格的な夏を迎えました。この時期は、毎年イベント
が目白押しで、あちこち汗だくで動き回り、痩せる思い
ですが、なかなか痩せません。夏でも太ってしまうこの
体質からいつになったら脱却できるのでしょうか。不安で、
食事の量が増えそうです。　　　　　　　　　　（Ｈ・Ｏ）

バナナボートで遊ぶレークスポーツフェスティバルバナナボートで遊ぶレークスポーツフェスティバル




